ACCUニュース341号(2003年11月)

Interview

ライフスキル開発は子どものうちから 

－ラオス農村開発のための人材養成－ 

ソンバット・ソンポン氏（ラオス）

参加型開発研修センター(PADETC)所長 
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Sombath Somphone 

1952年生まれ。1971年から1980年までアメリカに滞在、ハワイ大学にて教育学学士号、作物学・土壌科学修士号を取得。コメを主体とした統合農法プロジェクトと、参加型地域開発プロジェクトのチーフ技術指導者としてPADETCの活動に携わる。1996年から現職。2003年７月にACCUが開催した「アジア太平洋ユネスコ事業フォーラム：文化と教育の未来」に参加のため来日した。 
――何をきっかけに、農業や地方の貧しい人たちを助けるNGOの世界に入ったのですか。 

　

私がアメリカから帰国した1980年当時、ラオスでは食糧供給不足が問題になっていて、輸入も難しい状況にありました。そこで、私はコメを主体とした循環型農業を紹介し、有機肥料を推進しました。初めはコメのみを扱い、次に水田に魚を入れ、人々が年間を通じて充分な食糧を確保できるように、徐々に園芸なども取り入れました。それから、水の衛生、養豚、養鶏と広がり、最終的には農村開発計画になったのです。 
――初めは小さなプロジェクトから始まったのですね。 
　そうです。ひとつ、またひとつと要素が増えていったのです。実生活はひとつの要素で成り立っているわけではありませんからね。さらにPRA（Participatory Rural Appraisal：参加型農村評価）を用いて地域のニーズを見極め、プログラムを開発して実施しました。こうして、農業プログラムが農村開発プログラムへと成長していったのです。 

　それから、地域のニーズを汲むための、公務員トレーニングも行っています。農村地域の要望を政府に上げ、国家予算が下りてくるように図ります。また、国際機関にも、プロジェクトへの資金援助を申請します。 
―― まさにボトムアップですね。 
　これらの仕事を進めていくには、小さなグループでの活動では人材が足りません。そこで、農村開発の実務ができる人材の養成を始めました。 

　まずは、政府職員のトレーニングから始め、マネージメント、計画、評価などのシステムの開発を教えることにしました。この企画はいくつもの県に受け入れられ、1996年にこれを農村開発プログラムという政策として国家レベルで実施することになりました。 

　ところが、役人たちを訓練しても、頻繁に起こる配置換えのため、また新任者を一から訓練し直さなくてはなりません。そこで、役人と協力して実務を行う人材を養成するため、大学を卒業したばかりの若者を訓練することを試みました。 

[image: image2.jpg]


　ところが、半年ほどの研修をしても彼らに充分な力がつきません。それで私は、「これは大学教育の質そのものが、この仕事をするうえで不十分なのだ」という結論に達しました。例えば、観察力、分析力、ラオ語での文章力すら充分ではありません。企画力に至ってはゼロです。私は「もっと時間をかけて訓練しないとだめだ」と考え、より若い人たちに向けて研修を行うことにして、課外活動を考案しました。 

　それは、農村開発プログラム運営のための人材育成というよりも、彼らに、大学卒業後に必要となる、基本的スキル、つまり思考力、問題解決能力、情報収集力、集めた情報をもとにした意思決定力を身に付けさせるためです。 
――どのように訓練するのですか。 
　例えば、知らない人と出会ったときにその人物をどう判断するか。ラオス人は一般的にたいへん礼儀正しく、それも年長者や他所から来た人に対しては特にそうなので、とりあえず相手に同調します。ですが、そこであえて相手に質問をするとしたら、どんな質問をしたらいいか、返事が来たら、ではその情報で十分か。不十分なら、また訊ねる。そうして得た情報から判断して、それでもその人についていくか、離れるか決める、といった練習です。 
――では、意思決定力の不足は、ラオ文化からくるものでもあるのですね。　 
　私たちの社会では、ノーと言うことは失礼なことだと考えられています。ですから、「ノー」の言い方、「ノー」と言わずに断る方法などを教える必要があるのです。特に女の子たちに。 

　それから、農村へ行った時にどのように観察や質問するかを教えます。村人は、都会の人の方がステータスが高いと認識していますから、都会から来た人は村人に対して威圧しないように丁寧に接しなくてはいけません。そうして情報を集め、それを分析して、まとめ、グループで発表するのです。 
――それが、農村を訪問する「コミュニティ・サービス」という活動ですね。　 
　「コミュニティ・サービス」活動では、都市の中学生や高校生を月一回週末に、毎回異なる田舎のコミュニティに連れて行き、地元の子どもや大人と交流させます。初日はまず、都会の子どもが教育的なメッセージのある歌を歌ったり、お芝居や人形劇を見せます。午後には、村の子どもたちにやり方を教えて一緒に行います。村の子どもは初めはとても引っ込み思案ですが、しだいに打ち解けていきます。夜になると、今度は村の子どもがリードして、自分たちで火を起こし、食事を作り、川で皿を洗います。 

　２日目は、村の生活について学びます。家々を訪ねて、コミュニティについての情報を聞き取っていきます。また、事前の研修で学んだ、有機肥料や有機除草剤の使い方や、「食事の前には手を洗う」といった基本的な衛生知識を教えます。 

　都会の子どもたちは、都会へ帰ると村で見て学んだことをまとめて、話し合います。彼らは、活動を通してリーダーシップのスキル、チームワーク、時間管理、体系的に行動すること、それから一番重要な責任感を身に付けます。自信もつきます。 

　このプログラムは４年前から実施していて、初めの頃に参加した子どもが今では大学生になり、彼らがコミュニティ・サービスの企画から、政府への許可申請、実施を行っています。彼らは首都のビエンチャンの他、８つの県でもこの活動をしています。現在スタッフ数の不足から、このサービスを学校の課外教育に取り込む試みを始めているところです。 
――あなたのプラクティカルな思考法には、アメリカ生活の経験が影響していますか。 
　特にそういうわけではありません。私は学生時代から、ただ規則だからという理由だけでおとなしく従うことはせず、常にものごとを論理的に考え、よりよい方法を追究しないではいられませんでした。ラオスでも外国でも同じことです。 

　ただ、計画性についてはアメリカから学びました。私たちラオス人は計画を立てません。集まって日がな一日ただおしゃべりに花を咲かせることがふつうなのです。私はその姿を見て、「これは時間の無駄だ。貧しくて食べるものも不足している人たちがするべき時間の使い方ではない」と思いました。そこで大人に時間管理を教えようと試みましたが、本当に難しいのです。私自身、計画をたてる習慣を身につけるのは簡単なことではありませんでした。ですから、時間管理の習慣をつけるには年少の時から始めないとならないのです。 

　大切なことは自分が育った環境の行動思考様式である「箱」の外に出て考えることです。あなたがリーダーや開発ワーカーなら、進歩のためにはその「箱」から一歩出て、今のやり方がベストなのかどうか分析できなくてはいけません。ですから、私は子どもたちが「箱」から出て考えられるように研修しています。 
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――そのためには同じ環境で暮らし続けていては難しいですよね。 
　それで私は都会の子どもたちを田舎に送りだすのです。田舎は完全に「箱」の外の世界です。都会の子どもは電気や水道や何枚もの服があるのが当たり前の生活をしていますから、田舎へ行って、電気がなく、水は井戸から汲んでくる暮らしを体験して、大きなショックを受けます。彼らは田舎から帰ると、自然に電気や水の節約をし始め、食べ物も残さないようになります。彼らは「箱の外に出て考える」ことを学んだのです。 

　私たちの教育活動は今のところとてもうまく行っています。しかし、同じ方法で他の国でも同じ結果が出るかどうかは分かりません。というのも、ラオスの子どもたちの置かれた環境には、あまり選択肢がないのです。おもちゃも娯楽も少ない。だから、私たちが提供するものがすべてなのです。私はこれは強みだと考えています。今のうちに行わないと、ラオスでも段々難しくなってくるかもしれません。 
――あなたの活動のゴールは何でしょうか。 
　正規の教員養成課程に、私が開発したライフスキル・トレーニングのプログラムが取り入れられるようになることです。そうすれば、ライフスキルをトレーニングする力を身に付けた教員養成大学の卒業生たちが生まれることになりますから。 
―― PADETCの広範な活動のごく一部でしたが、貴重なお話を聞かせていただいてありがとうございました。 
（インタビュー：文化協力課　瀧本めぐみ） 

写真提供：ソンバット・ソンポン 

参加型開発研修センター(PADETC)について 

ラオス人による、ラオス人の将来のための持続可能な方法による地域生活の向上をめざす団体。メンバー自身が、オルターナティブな開発モデルのデザインと実施に携わる。様々な開発活動を行っているが、PADETCは、2002年、国連アジア太平洋経済社会委員会(ESCAP)から「人材開発を通した貧しい人のエンパワーリング賞」を受賞。
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